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か
ね
て
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
市

立
第
二
保
育
所
の
建
設
工
事
が
、
工
事

開
始
後
、
建
設
の
際
の
発
生
土
に
想
定

外
の
混
入
物
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
予
定
さ
れ
た
発
生
土
搬
出

先
に
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
搬
出

先
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
発
生
土
搬
出
費
が

約
1
3
5
3
万
円
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
工
期
も
平
成
28
年
度
の
3
月

15
日
か
ら
、
平
成
29
年
度
と
な
る
4
月

28
日
に
延
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
従
っ
て
、
前
払
金
を
除
く
工
事
費
の

大
半
が
平
成
29
年
度
に
繰
越
明
許
と
な

り
ま
し
た
。
　

　
な
お
、
第
二
保
育
所
の
開
所
の
予
定

に
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
が
、
可
決
成
立
し
ま

し
た
。

　
補
正
予
算
の
最
大
の
事
業
は
、
行
幸

小
学
校
の
大
規
模
改
修
で
す
。
行
幸
小

学
校
は
、
昭
和
52
年
に
完
成
し
、
耐
震

改
修
は
し
た
も
の
の
、
築
後
40
年
を
経

過
す
る
も
の
で
、
児
童
の
安
全
安
心
な

学
習
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
大
事
な

事
業
で
す
。

　
市
議
会
は
、
平
成
29
年
1
月
13
日
、

埼
玉
県
和
光
市
保
健
福
祉
部
長
　
東
内

京
一
（
と
う
な
い
き
ょ
う
い
ち
）
氏
を

講
師
と
し
て
招
き
、
介
護
予
防
の
公
的

責
任
と
自
治
体
と
題
す
る
議
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
和
光
市
は
、
地
域
性
を
重
視
し
た
介

護
保
険
事
業
運
営
を
中
心
に
保
健
・
医

療
・
福
祉
政
策
を
構
築
し
地
域
包
括
支

援
体
制
を
推
進
し
て
い
る
自
治
体
で
す
。

　
講
演
内
容
は
、

　　
1
、
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

ど
う
構
築
す
る
か
。

　
2
、
そ
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
や

縦
割
り
行
政
を
改
め
た
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
会
議
の

設
置
。

　
3
、
こ
れ
を
中
心
に
各
種
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
元
化
（
高

齢
者
、
子
ど
も
・
子
育
て
、

障
害
児
・
者
、
生
活
困
窮
者

の
支
援
）
を
図
る
。

　
4
、
平
成
30
年
に
計
画
さ
れ
て
い

る
国
の
医
療
と
介
護
の
一
体

改
革
に
対
応
す
る
等
。

　
同
市
の
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
会

議
の
構
成
は
、
保
険
者（
市
）、
市
内
五

か
所
の
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
か
ら
24
人
、

外
部
か
ら
の
助
言
者
（
医
師
、
管
理
栄

養
士
、
歯
科
衛
生
士
、
理
学
療
法
士
、

薬
剤
師
、
作
業
療
法
士
）
か
ら
成
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
個
別
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
と
き
は
、
消
費
者
相
談
員
等
の

市
役
所
関
係
者
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

関
係
者
が
加
わ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
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原
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　田

　謡

　子

　
　
　松

　田
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　代

　
　
　宮

　杉

　勝

　男

　
　
　木

　村

　治

　夫

　
　
　中

　村

　孝

　子

　
　
　藤

　沼

　
　
　貢

　
　
　青

　木

　
　
　章

　
　
　武

　藤

　壽

　男

　
　
　大

　平

　泰

　二

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
市
議
会
運

営
に
対
し
ま
し
て
、
あ
た
た
か
い

ご
支
援
と
格
別
の
ご
理
解
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
市
制
施
行
30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
今
年
は
こ
の
勢
い
を

さ
ら
に
増
し
飛
躍
の
年
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る

た
め
、
質
の
高
い
議
論
を
行
う
と

と
も
に
、
よ
り
精
度
の
高
い
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
発
揮
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

行幸小学校

第二保育所第二保育所
建設工事の契約変更建設工事の契約変更

完成は平成29年4月末に完成は平成29年4月末に

　
平
成
28
年
12
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
と
し
て
追
加
議
案
も
含
め
条
例
案
８
件
、
補
正
予
算
５
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変

更
１
件
、
人
事
案
件
２
件
、
お
よ
び
報
告
１
件
が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
と
も
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見
書
案
１
件
、
決
議
案
１
件
が
提
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
幸
手
市
都
市
公
園
等
指
定
管
理
業
務
調
査
特
別
委
員
会
が
12
回
に
わ
た
る
調
査
を
終
了
し

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

平成28年
12月定例会

工事中の第二保育所

今
年
も

よ
ろ
し
く

　お
願
い

　
　い
た
し
ま
す

幸手市議会議長
手 島 幸 成
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回
に
わ
た
る
調
査
を
終
了
し

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

平成28年
12月定例会

工事中の第二保育所

今
年
も

よ
ろ
し
く

　お
願
い

　
　い
た
し
ま
す

幸手市議会議長
手 島 幸 成



こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました

（4）（5）

つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
医
者
に
か
か

る
部
分
を
減
ら
そ
う
と
い
う
考
え
な
の

か
、
単
に
両
立
さ
せ
て
ど
ち
ら
で
も
控

除
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
こ
れ
は
国
が
考
え
た
制
度
だ
が
、

医
療
費
を
減
ら
そ
う
と
い

う
考
え
だ
と
思
わ
れ
る
。

問
　
周
知
徹
底
の
仕
方
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

答
　
広
報
紙
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
広
報
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
減
額
理
由
は
。

答
　
昨
年
度
と
比
較
し
て
、
平
成
27
年

度
の
上
半
期
が
約
1
9
0
0
万
円
、
平

成
28
年
度
の
上
半
期
が
5
5
0
万
円
で
、

約
29
％
の
寄
附
率
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
見
込
み
を
立
て
て
、
2
千
万
円

の
当
初
予
算
計
上
し
た
が
、
そ
れ
に
至

ら
な
い
た
め
、
減
額
を
し
た
。

　
理
由
と
し
て
は
、
従
前
の
と
お
り
寄

問
　
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
に
つ
い
て
、

幸
手
市
で
こ
の
薬
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
何
名
い
る
の
か
。

答
　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
は
オ
ー
バ
ー
・
ザ
・
カ

ウ
ン
タ
ー
の
略
で
、
ま
ち
の
薬
局
の
カ

ウ
ン
タ
ー
越
し
に
売
ら
れ
る
薬
、
つ
ま

り
市
販
薬
な
の
で
、
薬
局
へ
行
っ
て
買

え
る
薬
で
あ
る
。

　
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
に
指
定
さ
れ
て
い

る
も
の
が
約
1
5
0
0
種
類
あ
り
、
イ

ブ
や
ロ
キ
ソ
ニ
ン
、
水
虫
の
薬
な
ど
、

そ
う
い
う
も
の
ほ
と
ん
ど
を
含
む
。
該

当
者
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
薬
局
で
買
え
る
も
の
な
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
購
入
さ
れ
て
い
る
か
と

思
う
。

　
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
条
件
が
あ

り
、
特
定
健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
定

期
健
康
診
断
、
健
康
診
査
、
が
ん
検
診

の
い
ず
れ
か
１
つ
を
受
け
て
い
る
方
が

対
象
で
あ
る
。

問
　
市
販
薬
を
買
っ
て
医
療
費
控
除
を

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

齊

　藤

　一

　夫

　氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

駒

　橋

　明

　彦

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

附
の
募
集
を
し
て
い
た
が
、
今
年
度
は

幸
手
市
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
に
当
た

り
、
昨
年
度
の
寄
附
者
に
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
今
年
も
寄
附
の

お
願
い
と
い
う
趣
旨
の
は
が
き
等
を
送

っ
た
経
緯
は
あ
る
が
、
思
っ
た
ほ
ど
数

字
が
伸
び
な
か
っ
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
る
が
、
幸
手
市
で
は
、
玄
米

17
キ
ロ
、
精
米
15
キ
ロ
の
記
念
品
を
差

し
上
げ
て
い
る
が
、
全
国
的
に
見
る
と

多
い
自
治
体
で
は
、
１
万
円
で
20
キ
ロ

の
記
念
品
を
差
し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
幸
手
市
を
上
回
る
記
念
品
を

出
す
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い
る
現
状
が

あ
る
と
見
て
い
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
も
の
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
が
、
本
来
の
趣
旨

と
は
少
し
違
っ
た
形
で
全
国
的
に
展
開

し
て
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
の
寄

附
と
い
う
よ
り
、
記
念
品
を
目
当
て
に

加
熱
状
況
に
あ
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

　
幸
手
市
と
し
て
は
、
貴
重
な
財
源
と

し
て
今
ま
で
も
考
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
全
国
的
な
そ
の
よ
う
な
状
況

で
、
果
た
し
て
記
念
品
を
増
や
す
の
が

良
い
の
か
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
か
ら
も
あ
ま
り
豪
華
な
記

念
品
は
辞
め
る
よ
う
通
知
が
出
て
い
る
。

　
そ
こ
を
十
分
見
極
め
な
が
ら
対
応
を

考
え
て
い
く
。

問
　
企
画
費
の
３
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
定

住
促
進
事
業
の
補
助
金
が
増
額
補
正
で

あ
る
が
、
補
助
金
を
受
け
る
件
数
が
増

え
た
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
こ
の
３
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
定
住
促

進
事
業
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
１
件

の
補
助
額
の
上
限
が
50
万
円
で
、
６
件

を
見
込
ん
で
当
初
予
算
3
0
0
万
円
を

要
求
し
て
い
た
が
、
10
月
の
補
正
予
算

編
成
時
時
点
で
残
金
が
74
万
円
ぐ
ら
い

に
な
っ
た
の
で
、
資
金
に
不
足
が
見
込

ま
れ
た
。
今
後
、
４
件
分
の
2
0
0
万

円
執
行
で
き
る
よ
う
予
定
し
、
不
足
す

る
1
3
0
万
円
の
補
正
を
し
た
。

問
　
債
務
負
担
行
為
の
園
児
送
迎
バ
ス

運
行
事
業
の
平
成
28
年
度
当
初
予
算
と

の
相
違
は
。

答
　
設
計
を
組
む
段
階
と
入
札
で
落
札

し
た
金
額
の
差
が
出
て
き
た
こ
と
に
加

え
て
、
バ
ス
の
旅
行
運
行
が
新
潟
の
長

距
離
バ
ス
の
事
故
が
あ
っ
た
関
係
で
、

時
間
単
価
や
人
の
単
価
が
大
幅
に
上
が

っ
て
い
る
状
況
が
あ
っ
た
の
で
、
設
計

単
価
自
体
も
上
が
っ
て
い
る
要
因
と
考

え
る
。

地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書

　地方創生が、我が国の将来にとって重要な政
治課題となり、その実現に向け大きな責任を有
する地方議会の果たすべき役割は、ますます重
要となっている。
　このような状況の中、地方議会議員は、これ
まで以上に地方行政の広範かつ専門的な諸課題
について住民の意向をくみとり、的確に執行機
関の監視や政策提言等を行うことが求められて
いる。
　また、地方議会議員は、議会活動のほか地域
における住民ニーズの把握等様々な議員活動を
行っており、近年においては、都市部を中心に
専業化が進んでいる状況にある。
　一方で、統一地方選挙の結果をみると、投票
率が低下傾向にあるとともに無投票当選者の割
合が高くなるなど、住民の関心の低さや地方議
会議員のなり手不足が深刻な問題となっている。
　よって、国民の幅広い層からの政治参加や地
方議会における人材確保の観点から、地方議会
議員の厚生年金加入のための法整備を早急に実
現するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書
を提出する。
　平成28年12月22日
　　　埼玉県幸手市議会議長　手　島　幸　成

地域包括ケアの推進を求める決議

　幸手市の高齢化率も30％を超え、超高齢化社
会となってまいりました。
　また、高齢者夫婦のみの世帯、高齢者独居の
世帯ともに増えており、家族・地域で支えてい
く事が大変難しくなってきております。
　多くの市民が老後の暮らしに不安を持ってお
り、いつまでも自宅で安心して暮らせる医療・
介護体制（地域包括ケアシステム）の構築が求
められています。その為には、ケアシステムの
柱となる在宅医療、いつでも自宅へ訪問できる
看護・介護体制の整備が必要となります。ま
ず、医師会等と協力・連携し、在宅医療体制を
整える事、更にケアシステムの中心となる地域
包括支援センターの機能を強化し、地域密着型
サービスを充実させていく事が重要です。
　ここに、地域包括ケアシステムの構築に向
け、すみやかに取り組む事を求めます。
　以上、決議する。
　平成28年12月22日
　　　　　　　　　　　　幸　手　市　議　会

問問 答答答

問問 答

問答

答 問 答 問

幸
手
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（議

案
第
82
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算      

（
第
４
号
）

（
議
案
第
85
号
）

総
務
常
任
委
員
会

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り

意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
幸
手
市
議
会
と

し
て
「
賛
成
全
員
」
で
可
決
し
、
衆
議

院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
ほ
か
関
係
府
省
に
送
り
ま
し
た
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出

　
幸
手
市
議
会
会
議
規
則
第
13
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
全
員
」
で

可
決
し
ま
し
た
。

（
決
議
案
第
２
号
）

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
を
求

め
る
決
議
を
提
出

幸
手
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
内
）

幸
手
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
旧
香
日
向
小
学
校
内
）


